
別表第４（第３章第３関係） 

１ 中小規模特定建築物（住宅の用途に供する部分に限る。）における誘導すべき省エ

ネルギー性能基準 

基準 区分 

イ 建築物省

エネ法第28

条第１項に

規定する特

定一戸建て

住宅建築主

が新築する

同項に規定

する分譲型

一戸建て規

格住宅の用

途に供する

もの 

ロ 建築物省エ

ネ法第31条第

１項に規定す

る特定一戸建

て建設工事業

者が新たに建

設する同項に

規定する請負

型一戸建て規

格住宅の用途

に供するもの 

ハ 建築物省エ

ネ法第28条第

２項に規定す

る特定共同住

宅等建築主又

は建築物省エ

ネ法第31条第

２項に規定す

る特定共同住

宅等建設工事

業者が新たに

建設する長屋

又は共同住宅

の用途に供す

る部分 

ニ 規則第９条の

２第１項第１号

に規定する用途

に供する部分

（イからハまで

に規定するもの

を除く。） 

建築物の熱負荷

の低減に関する

基準 

外皮平均熱貫流率が0.6以下であること。 

 

外皮平均熱貫流率

が0.6以下であるこ

と又は住宅部分の

外壁、窓等を通し

ての熱の損失の防

止に関する誘導基

準及び一次エネル

ギー消費量に関す

る誘導基準（令和

四年国土交通省告

示第1106号。以下

「住宅誘導仕様基

準」という。）第

１項⑴、⑵及び⑶

イに適合するこ

と。 



設備システムの

エネルギー利用

の低減に関する

基準 

住宅用途ＢＥ

Ｉが0.8以下で

あること。 

住宅用途ＢＥＩ

が0.75以下であ

ること。 

住宅用途ＢＥＩ

が0.8以下であ

ること。 

住宅用途ＢＥＩが

0.8以下であること

又は住宅誘導仕様

基準第２項に適合

すること。 

 

２ 中小規模特定建築物（住宅以外の用途に供する部分に限る。）における誘導すべき

省エネルギー性能基準 

基準 区分 

イ 事務所等又は学

校等の用途に供す

る部分 

ロ ホテル等、病院

等、百貨店等、飲

食店等又は集会所

等の用途に供する

部分 

ハ 工場等の用途に

供する部分 

建築物の熱負荷の低

減に関する基準 

ＢＰＩが1.0以下で

あること。 

ＢＰＩが1.0以下で

あること。 

― 

設備システムのエネ

ルギー利用の低減に

関する基準 

非住宅用途ＢＥＩが

0.8（当該中小規模

特定建築物の延べ面

積が300平方メート

ル以上である場合は

0.6）以下であるこ

と。 

非住宅用途ＢＥＩが

0.8（当該中小規模

特定建築物の延べ面

積が300平方メート

ル以上である場合は

0.7）以下であるこ

と。 

非住宅用途ＢＥＩが

0.8（当該中小規模

特定建築物の延べ面

積が300平方メート

ル以上である場合は

0.6）以下であるこ

と。 

備考 

１ 住宅用途ＢＥＩとは、建築物の誘導設計一次エネルギー消費量（基準省令第10条第１

項第１号ロに規定するものをいい、基準省令第13条中ＥＭを加える部分を除いて算出し

たものをいう。以下この項において同じ。）を誘導基準一次エネルギー消費量（基準省

令第10条第１項第１号ロに規定するものをいい、基準省令第14条中0.8を乗じる部分及

びＥＭを加える部分を除いて算出したものをいう。以下この項において同じ。）で除し

て得た値をいう。ただし、１の表イからハまでの欄における住宅用途ＢＥＩは、特定供

給事業者が、１年間に都内において新たに建設し、又は新築する同表イからハまでの欄

に掲げる各用途に供する建築物に係る誘導設計一次エネルギー消費量の合計を当該建築

物に係る誘導基準一次エネルギー消費量の合計で除して得た値とする。 

２ 非住宅用途ＢＥＩとは、次のいずれかの値をいう。 

⑴ 建築物の誘導設計一次エネルギー消費量（基準省令第10条第１項第１号ロに規定す



るものをいい、基準省令第11条中ＥＭを加える部分を除いて算出したものをいう。⑵

において同じ。）を誘導基準一次エネルギー消費量（基準省令第10条第１項第１号ロ

に規定するものをいい、基準省令第12条中Ｂを乗じる部分を除いて算出したものをい

う。⑵において同じ。）で除して得た値とする。 

⑵ 建築物の用途と同一の用途の一次エネルギー消費量モデル建築物の誘導設計一次エ

ネルギー消費量を当該一次エネルギー消費量モデル建築物の誘導基準一次エネルギー

消費量で除して得た値とする。 

⑶ 基準省令第10条第１項第１号の国土交通大臣がエネルギー消費性能を適切に評価で

きる方法と認める方法において算出されるＢＥＩの値 

３ ２の表にかかわらず、中小規模特定建築物（当該中小規模特定建築物の延べ面積が

300平方メートル以上である場合に限る。この項において同じ。）を同表イからハまで

の欄に掲げる用途のうち２以上の用途に供する場合における設備システムのエネルギー

利用の低減に関する基準は、次のいずれかとする。 

⑴ 各用途に供する部分ごとに算出した誘導設計一次エネルギー消費量（基準省令第10

条第１項第１号ロに規定するものをいい、基準省令第11条により算出したものをい

う。⑵において同じ。）を合計して得た数値が、各用途に供する部分ごとに算出した

誘導基準一次エネルギー消費量（基準省令第10条第１項第１号ロに規定するものをい

い、基準省令第12条中Ｂの値を当該用途に供する部分に応じて同表に掲げる設備シス

テムのエネルギー利用の低減に関する基準に係る非住宅用途ＢＥＩの上限値に読み替

えて算出したものをいう。⑵において同じ。）を合計して得た数値を超えないこと。 

⑵ 中小規模特定建築物の各用途と同一の用途の一次エネルギー消費量モデル建築物ご

とに算出した誘導設計一次エネルギー消費量を合計して得た数値が、当該中小規模特

定建築物の各用途と同一の用途の一次エネルギー消費量モデル建築物ごとに算出した

誘導基準一次エネルギー消費量を合計して得た数値を超えないこと。 

 


